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理学部 田 所 宏 行(=豊 中4250)
入試委員会 で長谷田泰一郎先生 と雑談 をしたのが きっかけになって,こ の小文 を書 くように言われた。
小生らは液体ヘ リウム温度で高分子の ラマンスペク トルを測定 して,低 温 センターにはず っとお世話に
なってい るので書か していただ くことにした。
小生は1964年 に仁田先生のお供 をして渡米 した際,Wi■ey一工n七e士8Gien.GeのGhemis一
七ryed.i七〇rで あるDr.工mme:rgu七より 駅S七ruc七ureofC:rysta,■=Line:Po■y-
mers"の 題名 で本 を書 くよ うにとの申出でを受けた。その後,こ れに着手したのであるが,中 々仕,
事が進まないまま,大 学紛争の時期 もありその'ままk:なっていた。丁度5年 半前の1974年10月,
高分子討論会の時京大工学部の梶慶輔 さんに 日本語 で本を書 くことを強 く推め られたの が動機 とな り,
むしろまず 日本語 の本 を書いてみ ょうと発心 をした。その為 には時間を作 らなければならない。そ こで
考えたのが早起 きである。朝5時 に起 きて,7時 か7時 半頃 まで仕事 をす る。 これは有効な時間帯の
Phaseをず らしただけで,早 く寝 ることにな る。始めの頃は しば らく眠かったが,次 第 に慣れて来 た。
全 くdisturbさ れないで,fuユ ユ に仕事に集 中で きるのが最大の長所で ある。早 寝,早 起 きは旧
海軍の伝統で,小 生にとっては戦前の習憤に戻っただけのことである。
以来,風 邪 を引いた時以外は元且 も例外ではな くこの 日課 を続けて来た。その夢かげで400字 詰
1,300枚位 の原 稿 「高分子の構造 」が出来上 り,1976年9月 に出版された(化 学同人,512頁)。
仁田先生に途 中で執筆 について 申上げた処,「 あなた らしいユニークな本になるよ うに 」との齢言葉を
頂 き,そ れ か ら当分の間餐 目にかかる度に同じことを言 って下 さった。御期待 に沿 うよ うに努めなけれ
ばな らないと思った。
本を書 くとい うことは別として も日頃忙 しい方 々には時間の生み出し方 の一つ として早起 きを誇 推め
した い。冬の朝,ス トーブをた くと閉め切った書斎の空気が汚れて くる。 これにつ いては関集三先生 と
藤田博教授がク リーン ヒーターを推めて下 さった。 ガスの燃焼に使われた空気 を熱交換 してすべて室外
に出す形式で,観uto皿a,tiGに温度を調節 して くれ るのでま ことに快適で ある。 どこか らもピーナ ッ
ツをもらったわけではない渉,早 起 きには必需品の よ うに思われるので併せて紹介 して訟 く。
本の体裁の ことも考えて色 々の書物 を当って見た。1974年 にノーベル化学賞 を もらった:Pau■
」・F■ory教授のS七a七iSもie批■MθellalliGsofChainMo■ecu■esの 扉 の次のsllee七
には 工OEmi■y,mywifθ と書いてある。尊敬する大先生 であり,夫 人 に も家内共々大変勘世話
にな ったが,こ れを真似するには少 々照 れ くさい ので今回は遠慮した。その次の頁 にBenja,min
Fra,nk■inの格言が引用 してある。それで思い浮んだのが小生の愛読書 ウインパL(Edward.
W:hym:per)のアルプス登はん記である。 ウインパーは各章のはじめに色 々な格言 を引用 してい る。 ウ
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第1図 チ ェル ビーニア(イタ リー側 、南麓)
よ り見 たマ ッターホ ー ン。
ウインパ ー は、は じめ6回 を向 って
左側 の南西 稜 よ り登 ろ うと し、7回
目は右側の 東壁 を試 みた。
遜嚢層L`、
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第2図 ツ ェル マ ウ ト(ス イス側 、北東方)
より見たマ ッターホ ーン。・中央の稜
がウイ ンパ ーが8回 目に量 頂 に成功
した北東 稜で 、左半分 が東壁で ある。
インパーは マッターホー ンに1861年 よ り始め6回 までは南西稜のルー ト(第1図)が 適当 と考えて
登はん を試み,7回 目には東壁 を試み,8回 目には北東稜 にルー トを変えて(第2図),1865年7月
14日初登はんに成功 した。 この間にはチンダル現 象で有名なTynda■■教授 との激 しい競争があっ
た(第1図 の頂上のす ぐ左側 のとが らた処をTynd,a,■■ピークとい う)。 その第2回 目の試みの章頭










浦松 佐美 太郎先生 の訳書(岩 波文庫)に は次の ように訳されてい る。
「繰返 し,繰 返 し1繰 返 し試みよ。
これこそは,汝 の守るべ き教 訓なり。
始め に成功す ることな くも,
繰返 し、繰返 し,繰 返 し試 みょ。
されば,勇 気 も湧 き起 こるべ し,
たゆまず屈せず,止 むことな くば,
遂に勝利 をうべ し。恐 るるなかれ。
繰返 し,繰 返 し,繰 返 し試み よ。」
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この格言は如何なる分野に もあてはまるであろうが,特 に小生 らの地味な学問分野(ボ リエチ レンォキ
シドの結晶構造 と最近決定 したアイソタクチ ックポ リメタク リル酸 メチルの二重 らせ ん構造はいず れ も
10年 がか りの仕事である)に 齢いてそのまま適 用されると感じ,小 生の本の扉の裏 に引用したい と考
えた。 これは読者に対 して とい う潜越な気持か らではな くて,小 生 自身が 日頃守ろ うと努めてい るとい
う意味で あって,若 し皆様の共感 をうれば幸であ る。浦松先生 に引用 の許 可をお願いした処,大 層 丁重
な澄手紙を頂いた。上記の原文は訳書にはのっていないので,工ry,try,… の末,篠 田軍治先生
が美津濃阻 の大島文庫で,梶 さんが京大図書館で1871年 版の原著 よりコ ピーをと.って送って下 さっ
た。 このような次第 で 「高分子の構造 」に上記の英文,邦 訳共にのせ ることがで きた。また,こ れ を小
文にまとめて 「早起 きのすす め」の題で近畿化学工業会の会誌 にのせていただいた。
「早起 きのすすめ 」の別刷 を作ってもらい,小 生と専門の同じ人に も,専 門の異なる人に もその時に
応じて差上げた。中には結婚式の祝辞に用いたな ど,多 くの人 々が共鳴 して下 さり,特 に会社の人事 関
係の方 々に喜ば れ,そ のおかげで就職がス ムーズに行 った学生 も数名 ある。
一つの面白い例は,い い学生なのに面接で何度 もはね られた小生の研究室員 があ った。学問以外の本
は何 を読んでい るか と聞 くと漫画を読んでい るとい うので,ウ インパーの 「アルプス登はん記 」を読ん
でみ ないかと推めた。す ると彼は大層興床を持 ち,小 生の5万 分の1の 地 図を貸 してや り,%位 まで
進んだ処で試験 を受け に行 った。 日曜 日の夕方,彼 より合格 したとの電話があ り,翌 日「アル プス登は
ん記 」を読んだ ことが役立 ったか どうか聞いた処,大 いに役立 ったとのことであった。
その後,知 りたい と思 ったのは作者のHiOk:sOnと は どうい う人か とい うことである。 ウイン'←・
の原著 にもinitia■ は出ていない。はじめ英文学 に関係のある知人数 名に調べて もらったが全 く判
らなかった。関集三先生は阪大の図書館長をして澄 られた関係で図書館の参考掛 で調べて もらった らと
言われた。それで早速 図書館にお願いした処,2,3日 して判 ったとの電話があ った。詩の内容か ら著者
名を引 く辞典 がある由で ある。Wi■■ia,mEd.wardH:iG:k:sonが正しい名で,今 度は人 名で引 く
辞典 があ り,こ れによれば英 国の社会教育の発展 と音楽教育の普及に尽した人であるとい うことが判っ
た。 以来図書館 を高 く評価 してい る。
小生の 日本語の本は1976年9月 に発行 にな り,最 初の1年 間に1,071冊 売れ,そ の後少 しブつ
売れ,近 く第2刷 をしなければな らな くな ってい る。教科書 ではないので,毎 年沢山売れるとい うわげ
には行かないので あろ う。
本文の冒頭に書いたwiユey一工nterSGienoeの本 について は,化 学同人 よ り小生 が自分で英語
に書 き直すのであれば,別 の本 と考えてもらって よい との有難い申出でを受けた。それでwi■臼y一
工nterSGienGeに 永い間ぐのま'まにな っていたが,今 で もよければ書け る由連絡 した処,書 いて
欲 しいとい う返事 を受け とった。英語で 書 くのが1日1頁 しか進 まないとい う速度か ら次第に早 くなっ
て1日2頁 とい うように順調 に進んだ。文章 の言いまわしに苦心 したことは数 限 りないが,そ の他,た
とえば直方体 とい うよ うな簡単 な用語が判 らないことがあった。普通の和英辞典 には勿論,研 究社 の大
和英辞典に も無 く(最 近の改定版には出てい る),理 化学辞典 の新版に も無 く,戦 前の理化学辞典 では
じめて見つけたとい うこ ともある。新 しい理化学辞典 では項 目が多 くな りす ぎて このよ うな語 は抜いて
了 つたのであろ う(こ れはreGta,nguユa,r:pa,ra,■■ele:pi:pe(1とい う)。
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英文 についてはwi]一eyで直 して くれることになっていたが,そ れまでに出来 るだけのことをしてお きた
い と考えていた。丁度1976年12月 よ り1977年2月 の問,ユ タ大学のG.H.Wa,ng教授が分子研
の研 究員 として阪大 に も滞在された。 それで彼 に事情を話 し,序 文,目 次と第3章 までを澄渡しした。沢山
に手を入れた後,翌 日に返 して くれ,彼 もポ リマーの ことを勉強したいので,終 りまで見て下さるとのこど
で,神 の助け とばか り有難か った。事実,翌 年5月 頃までにわたって原稿の最後まで見て下 さった。Wa,ng
教授は自分はこの分野 の専門家ではないので,こ れか ら章毎にその道の専門家に見て もらうことを推めると
の ことで あった。そ れで0.W.Bunn博 士(高 分子X線 解析 の開発者,現 在引退 され家でチ ェロを引いて
お・られ る由),P.且.Gei=L教授齢 よび」.L.K:oenig教授(い ずれ もGa,seWesternReserve
Universi七y.そ れぞれ高分子血or:pho■ogy語よび高肝 分光学の権威)・E・M・Barra■■ 皿
博 士(IBM,高 分 子分析の権威)な どの方 々に,も し興味があれば ゴメン トを頂 き度い として・また第
3章まで をお送 りした。すべ ての方 々が大層興味が あるので後 の章 も送 るよ うにとの ことで,そ の人毎 に適
当な章の原稿のコ ピーを送 った。原稿 は沢山の親切な コメン トが書 き込 まれて帰 って来 た。X線 で有名 なL.
E.Aユexander教授 もその診1人 であるが,実 は小生は同先生 には面識が無い。 神戸大 学工学部の中前
助教授に是非送 ってみた らと推め られたので澄 送 りした。先生 は直接会 っていな くて も論文 の上で何度 も会
ってい るので同 じような ものだ と言って下 さり,引 退 して新 しい診宅に移 られ る忙 しい時に も拘 らず丁寧に
直して下さった。 いず れの場合に も,往 時 中学 時代に受けた英語の添削を思い出した。全 く親切な先生方の
澄陰 で原稿は予想以上早 くま とまって行 った。私の序文の 中で ウインパーの ことを書いた部分にAlexan-
d.er教授が"ThisisgoQd.!め と書いて澄 られ,共 鳴して下さうたのを うれ しく感 じた。
本は多 くの人 々の御助力や激励の詮 かげで本年5月 に出版された。 中でも:P.」.F■ory教授がFore-
word,を書いて下 さった ことは大変 光栄である。先生は原稿全文 に目を通 した上で書 きたい と言われ,お
忙 しい先生に恐縮 だ と思いなが ら全文 のコ ピーをお送 りした。S.K:rimm教授(ミ シガン大学,高 分子分
光学 の権 威)に このForewordを見せ た処,though七fu.■(小生 の原稿 をよく読 んで充分考えて書い
た もの)でwi七hdignity(風 格の ある)で あ り,Fユory教 授 でなければ書け ない もので あると言
われた。また本書の 出版を仁田勇先生 をは じめとして多 くの方 々が心 よ り喜 んで下さった。最初依頼を受け
た 五5年前には英語で単行 本を書 くことは夢の ような話であ ったが,や は りTry,七ry,… で着実にや
って行けば出来 ることだ と身を以って感 じた。
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